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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 明日4/27　15：00～介護訓練室にてヒアリング行います。公休、深夜明け、準夜のスタッフも参加して下さい。阿部GOMも出席します。

· GW中にオムツが無くなることがないよう、今週中に余裕を持って多めに発注しておいて下さい。

＜患者様連絡事項＞

長根　　　斑男様～日中夜間の奇異な行動が続いています。身体的なものというより精神的な不安定さで、精神薬の副作用の可能性もあるので、定期処方内容を変更し、副作用の少ない薬剤にしています。精神状態・一般状態の観察を行って下さい。

橋本　　　　万様～内科診察にて、利尿剤継続処方となっております。引き続き、排尿・浮腫の状態・体重の増減を観察していきましょう。

浜中　　トキエ様～現在処方されている内服・軟膏は、無くなり次第当院処方でも可とのことです。

　　　　　　　　　　　　GW明けに、玉井皮膚科に皮膚の状態を情報提供して下さい。

松浦　佐恵子様～腰痛訴えあり、起き上がる事ができないときもある為、オムツをカバータイプの物に変更するか検討しています。また、尿取りパットも大きくて吸収率の良い女性用ものに変更した方が良いと思います。オムツは業者購入の為、ご家族に確認を取ってからの変更となります。

＜褥瘡のある患者様について＞

吉田　　　福松様～褥瘡からのMRSA菌拡散防止の為にも、靴下を履いて戴いています。本人が脱ごうとする場合もありますが、その都度介入し、履いて戴きましょう。

　　　　　　　　　MRSAは接触感染である為、衣類に浸出液がついている場合は、ディスポ手袋を着用して扱い、他の衣類とは別にして二重袋にして業者洗濯に出して下さい。洗濯をする場合は、70 ℃以上の温水を用いるか、塩素系殺菌消毒薬（次亜塩素酸ナトリウム）に1 時間浸漬後、洗濯し十分乾燥させて下さい。

永洞　　　恭子様～創部自体は治癒傾向にありますが、褥瘡部周辺の発赤・腫脹がみられています。両下肢の浮腫も著明にみられている為、下肢への負担を軽減する為にも日中の昼寝や下肢の挙上を促すようにしましょう。

橋本　　　　万様～褥瘡部は治癒傾向です。現在ラップ療法を行っていますが、ラップ部分に尿が溜まってしまう為、ラップ無しで処置し様子観察した方が良いか褥瘡対策委員会に確認を取ってみます。

ラップ療法をする際は、ラップにアズクロを塗ってから褥瘡部に貼るのではなく、直接褥瘡部にアズクロを塗布してからラップを貼って下さい。

＜CDユニットについて＞

· 入浴介助に遅番スタッフがつくと、勤務時間の関係で全員入浴出来ない状態です。2階の入浴介助は日勤スタッフ2名で構成されていると理想なので、検討していきます。又、土曜日スタッフの人数に余裕がある時は１階・２階両方で入浴を行ってみましょう。

· 現在、席の関係で若干名時間をずらして食事を摂って戴いていますが、いつも同じような患者様に待って頂いてる状態です。詰所前のテーブルを持ってきて全員一緒に食事を始めるようにしていきたいと思います。

奥利　　うめ様～食事量の少なさ目立っています。朝食は摂取出来ていますが、昼食（アイソジェン）は残食が多い傾向にあります。夕食はその日の気分によりますが、摂取できています。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　アイソジェンは水分補給の際に促したり、時間をずらしたり、なるべく摂取して戴くよう促していきましょう。

　　　　　　　　　　　また、捕食として固形食も検討しています。現在値段を業者に問い合わせているところです。サンプルが来たら食べて見て頂きましょう。

岩渕　　道子様～徘徊多く、他室への侵入も頻回にみられ、他患者様からの苦情もあります。今のところ大きなトラブルとなることはありません。また、自分で膝を噛むことがあるようで、膝に歯型がついています。なるべく目を離さないようにし、見守り・注意・観察をしていきましょう。

長坂　才次郎様～酸素飽和濃度の著しい低下はなく、現状維持で経過しています。CDユニットへ戻ってから、体動少なく傾眠傾向です。個室で刺激がないことも原因かと思われます。引き続き、呼吸状態・一般状態の観察をしていきましょう。







































































































